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上
　
　
　
剛

　

緑
一
色
の
夏
色
か
ら
、
カ
ラ
フ
ル
な
紅

葉
の
秋
色
へ
の
移
ろ
い
の
中
で
、
な
に
か

と
気
ぜ
わ
し
さ
を
感
じ
る
こ
の
時
期
、
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
の
連
町
活
動
に
多
大
な
る

ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
、
社
会
で
は
「
コ
ロ
ナ
と
の

共
生
」
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
、
ほ
と
ん
ど

の
業
種
で
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
活
発
に

動
き
出
し
ま
し
た
。

　

当
連
合
会
で
も
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に

よ
り
、
上
期
の
メ
イ
ン
行
事
「
も
い
わ
夏

ま
つ
り
」「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
、

多
少
形
を
変
え
て
３
年
ぶ
り
に
無
事
に
開

催
し
、
こ
の
た
び
上
半
期
を
終
え
ま
し
た

の
で
、
今
年
度
の
事
業
計
画
の
基
本
方
針

と
し
て
掲
げ
た
次
の
２
項
目
に
つ
い
て
、

そ
の
進
捗
状
況
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

１　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
も
い
わ
暮
ら
し
」

の
活
用
と
広
報
体
制
の
確
立

　

す
で
に
ご
案
内
済
み
で
す
が
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
も
い
わ
暮
ら
し
」
開
設
に

伴
う
「
も
い
わ
塾
・
も
い
わ
伝
え
隊
」

は
計
画
通
り
進
行
し
て
、
現
在
は
「
も

い
わ
伝
え
隊
」
が
エ
リ
ア
内
の
行
催

事
・
も
い
わ
こ
の
人
・
こ
の
店
等
の
取

材
で
奮
闘
活
躍
中
で
す
。
そ
の
甲
斐
が

あ
っ
て
多
方
面
か
ら
有
難
い
お
言
葉
、

ご
意
見
等
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
会
員

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
折
に

触
れ
て
「
も
い
わ
暮
ら
し
」
を
閲
覧
し

ご
挨
拶

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ま
た
、「
も
い
わ
塾
」
の
塾
生
で
あ

る
「
も
い
わ
伝
え
隊
」
が
、
現
地
に
足

を
運
び
、
地
域
の
人
と
の
出
会
い
、
語

り
、
各
分
野
の
情
報
を
見
聞
き
す
る
こ

と
で
、
塾
生
自
身
が
藻
岩
地
区
へ
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
の

成
果
が
掲
載
さ
れ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
頂
い
た
一
般
の
方
々
の
中
か

ら
、
活
動
に
共
感
し
協
力
を
頂
け
る
人

材
を
発
掘
し
、
広
報
体
制
を
整
備
し
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

２　

連
町
の
理
念
で
も
あ
る
「
三
配
り
運

動
」
の
取
り
組
み
普
及

　

本
来
な
ら
、
地
区
社
協
・
南
区
介
護

予
防
セ
ン
タ
ー
も
い
わ
・
南
区
第
二
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
下
、

「
三
配
り
」
と
は
、
に
つ
い
て
各
単
町

か
ら
理
事
、
福
祉
部
長
の
出
席
を
頂

き
、
勉
強
会
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
上
期
は
実
施
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
下
期
に
は
社
会
環
境
を

意
識
し
な
が
ら
実
施
す
る
予
定
で
お

り
ま
す
。
す
で
に
、
中
ノ
沢
地
区
で

は
、「
南
区
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
も
い

わ
」
が
中
心
に
な
っ
て
周
辺
の
五
町
内

会
と
一
つ
の
老
人
会
が
「
三
配
り
」
を

意
識
し
た
「
中
ノ
沢
健
康
講
座
」
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
当
連
合
会
は
立
地

条
件
が
各
々
違
う
環
境
に
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
の
よ
う
に
地
域
別
の
テ
ー
マ

取
り
組
み
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
の
、

対
応
も
考
慮
し
て
み
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
洗
練
さ
れ
た
塾

生
の
感
性
・
文
の
精
度
・
写
真
の
精
度
そ

し
て
一
生
懸
命
さ
が
伝
わ
っ
て
来
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
伝
え
て
、
楽
し
み
、

I
T
社
会
の
仲
間
入
り
を
し
て
下
さ
い
。

こ
れ
か
ら
5
年
10
年
先
の
、
い
や
も
っ
と

直
近
の
社
会
環
境
の
変
化
を
想
定
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
さ

ま
に
は
、
社
会
環
境
の
変
化
を
拒
否
で
は

な
く
容
認
し
て
「
令
和
の
Ｉ
Ｔ
化
社
会
を

経
験
で
き
る
ん
だ
」
の
柔
軟
性
を
持
っ
て

半
歩
ず
つ
で
も
一
歩
ず
つ
で
も
い
い
で
す

か
ら
、
喜
び
楽
し
み
な
が
ら
前
進
成
長
し

て
参
り
ま
し
ょ
う
。
私
達
も
「
継
続
は
力

な
り
」
の
現
代
版
を
楽
し
み
な
が
ら
尽
力

し
て
参
り
ま
す
。
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令
和
四
年
度

藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会

定
期
総
会
中
止
に
伴
う

書
面
表
決
結
果
に
つ
い
て

　

令
和
四
年
度
の
定
期
総
会
は
、
五
月
八

日
の
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
定
期
総
会

を
中
止
し
定
期
総
会
の
議
案
書
に
つ
き
ま

し
て
書
面
表
決
書
に
て
賛
否
の
表
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
五
月
八
日
連
町
事
務
局

に
て
、
三
役
（
会
長
・
副
会
長
・
総
務
部

長
）
が
確
認
の
も
と
書
面
表
決
書
の
集
計

結
果
を
左
記
の
と
お
り
、
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
四
年
度
書
面
表
決
結
果

（
総
表
決
人
数
五
六
名
）

①
第
一
号
議
案
～
第
三
号
議
案

　

承
認　

五
六
名　
　

不
承
認　

〇
名

②
第
四
号
議
案
～
第
五
号
議
案

　

賛
成　

五
六
名　
　

反
対　
　

〇
名

③
第
六
号
議
案

　

賛
成　

五
六
名　
　

反
対　
　

〇
名

以
上
の
結
果
に
よ
り
提
案
議
案
は
可
決
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
役
員
一
同
鋭
意
取
り
組
ん
で

行
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
相
変
わ
ら
ず
ご
理
解
・
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会

会
長　

村
上　

剛

令
和
四
年
度

事

業

計

画

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回
さ
れ

て
三
年
目
を
迎
え
た
社
会
環
境
の
中
、
当

連
合
会
と
し
て
は
、
そ
の
時
々
の
感
染
状

況
を
見
な
が
ら
、
関
係
者
全
員
で
知
恵
と

頭
を
絞
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
間
行
事
を
何

と
か
し
て
開
催
し
た
い
と
強
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
思
い
の
下
、
今
期
の
事
業

計
画
の
基
本
方
針
と
し
て
次
の
二
つ
を
掲

げ
、
地
区
の
発
展
と
福
祉
の
向
上
を
目
指

し
「
皆
が
住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
ん
で
み

た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針

一
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
も
い
わ
暮
ら
し
」

の
活
用
と
広
報
体
制
の
確
立

　

本
年
三
月
に
完
成
し
た
連
合
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
も
い
わ
暮
ら
し
」
を
活
用

し
、
地
域
の
魅
力
発
信
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
た
め
の
広
報
部
の
早
期

立
ち
上
げ
を
含
む
運
用
体
制
確
立
を
目

指
し
、
区
の
助
成
金
を
活
用
し
て
「
も

い
わ
塾
」
を
立
ち
上
げ
、
受
講
生
に
は

年
間
を
通
じ
て
「
も
い
わ
伝
え
隊
」
と

し
て
広
報
活
動
に
協
力
し
て
も
ら
う
仕

組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

二
．
連
町
の
理
念
で
も
あ
る
「
三
配
り
運

動
」
の
取
り
組
み
普
及

　

当
地
区
の
高
齢
化
率
は
37
・
1
％

で
札
幌
市
の
27
・
7
％
、
南
区
の
35
・

7
％
よ
り
高
く
、
ま
た
、
高
齢
者
世
帯

率
も
16
・
9
％
と
な
っ
て
お
り
、
札
幌

市
の
10
・
7
％
、
南
区
の
15
・
7
％
よ

り
高
く
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
区

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
区
社
会
福
祉

協
議
会
・
南
区
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
も

い
わ
・
第
二
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
な
が
ら
、「
目
配
り
」「
気
配
り
」「
心

配
り
」
の
三
配
り
運
動
の
さ
ら
な
る
普

及
を
進
め
ま
す
。

※
社
会
環
境
に
よ
り
行
事
等
に
変
更

が
有
り
う
る
事
を
お
含
み
お
き
下
さ

い
。

　

コ
ロ
ナ
の
鎮
静
化
を
祈
り
ま
す

※
総
務
部

一
．
令
和
四
年
度
藻
岩
地
区
町
内
会
連
合

会
の
基
本
二
方
針
の
浸
透
に
向
け
、
各

事
業
部
及
び
関
係
機
関
と
調
整
を
図

り
、
令
和
四
年
度
の
事
業
計
画
を
推
進

す
る
。

二
．
会
報
「
藻
岩
」
の
発
行
を
通
し
、
地

域
情
報
・
町
内
会
活
動
・
防
災
の
共
有

を
図
る
。

※
会
計
部

一
．
会
計
の
予
算
立
案
と
予
算
執
行
に
当

た
っ
て
は
、
過
年
度
の
実
績
を
勘
案
す

る
と
と
も
に
各
事
業
の
実
態
に
即
し
た

効
果
的
対
応
に
努
め
る
。

二
．
会
計
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
、
関

係
帳
簿
・
証
拠
書
類
等
を
正
確
に
記
録

整
理
保
管
し
適
正
な
決
算
書
の
作
成
に

努
め
る
。

※
福
祉
部

一
．
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
三
配
り
運
動
の

工
夫
と
実
施
。

二
．
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
情
報
共

有
並
び
に
行
政
・
関
係
機
関
と
密
な
る

連
携
を
図
る
。

※
環
境
衛
生
部

一
．
南
区
ク
リ
ー
ン
さ
っ
ぽ
ろ
衛
生
推
進

協
議
会
と
連
帯
を
図
り
、
ご
み
対
策
等

町
内
会
清
掃
、
環
境
衛
生
の
普
及
活
動

を
推
進
す
る
。

※
体
育
部

一
．
令
和
四
年
度
藻
岩
地
区
町
内
会
連
合

会
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
体
育
部
の

事
業
活
動
に
お
い
て
会
員
相
互
の
交
流

と
親
睦
を
図
り
以
っ
て
健
康
増
進
に
寄

与
す
る
事
を
目
的
に
推
進
す
る
。

※
女
性
部

一
．
藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会
の
各
事
業

の
推
進
に
参
画
し
、
地
域
の
活
性
化
に

努
め
る
。
又
、
外
部
団
体
と
の
連
絡
・

調
整
を
行
う
。

二
．
町
内
会
・
自
治
会
の
女
性
部
長
の
参

加
に
よ
り
、
年
二
回
の
部
長
会
又
年
一

回
の
部
長
研
修
を
行
い
互
い
の
意
見
交

換
を
通
じ
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

三
．「
藻
岩
地
区
交
通
安
全
母
の
会
」
に

参
画
し
、
家
庭
・
地
域
の
交
通
安
全
を

推
進
す
る
。

※
青
少
年
部

一
．
こ
ど
も
会
活
動
に
あ
た
り
（
公
社
）

札
幌
市
こ
ど
も
会
育
成
連
合
会
と
連
携

を
図
り
推
進
す
る
。

※
防
災
部

一
．
各
町
内
会
の
危
険
と
思
わ
れ
る
河

川
、
崖
等
の
聞
き
取
り
を
実
施
し
防
災

に
努
め
る
。

二
．
救
急
救
命
の
講
習
を
年
一
回
は
実
施

す
る
。

※
交
通
安
全
部

一
．
各
団
体
・
町
内
会
役
員
等
に
よ
る
春

夏
秋
冬
の
交
通
安
全
街
頭
啓
発
活
動
の

推
進
。

二
．
各
学
校
に
対
す
る
交
通
安
全
教
室
の

実
施
。
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新
任
理
事
等
の
紹
介

　

令
和
四
年
度
は
、次
の
方
々
が
連
合
会
の

新
役
員
及
び
新
理
事
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
会
副
会
長

今　

西　

重　

之

（
川
沿
中
央
第
三
）

理

事

金　

山　

征　

晴

（
川
沿
中
央
第
一
）

理

事

大　

町　
　
　

充

（
川
沿
自
衛
隊
官
舎
）

理

事

市　

村　

良　

一

（
中
丿
沢
）

理

事

出
雲
屋　

由
美
子

（
藻
岩
グ
リ
ー
ン

ア
ヴ
ェニュ
ー
壱
番
街
）

理

事

服　

部　

眞
貴
子

（
白
樺
）

藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会
よ
り

感

謝

状

贈

呈

　

永
年
に
わ
た
り
地
域
の
一
員
と
し
て
連

合
会
の
役
員
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
服
部
眞
貴
子
さ
ま

（
連
合
会
前
女
性
部
長
）
に
、
令
和
四
年

四
月
二
十
二
日
の
令
和
四
年
度
第
一
回
理

事
会
の
席
上
、
連
合
会
村
上
会
長
か
ら
会

則
十
九
条
に
基
づ
き
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
活
躍
に
敬
意
を
表
し
、

皆
さ
ま
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

地
域
功
労
者
の

感
謝
状
贈
呈

贈
呈
日　

令
和
四
年
六
月
一
日

会　

場　

札
幌
市
南
区
役
所
区
長
室

　

永
年
に
わ
た
り
地
域
の
一
員
と
し
て
町

内
会
の
役
員
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
次
の
方
々
に
、
令
和
四
年

六
月
一
日
、
南
区
長
室
に
お
い
て
札
幌
市

長
ま
た
は
奥
村
南
区
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
活
躍
に
敬
意
を
表
し
、

皆
さ
ま
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
贈
呈
式
に
は
当
町
内
会
連
合
会

の
村
上
会
長
と
鈴
木
総
務
部
長
が
町
内
会

連
合
会
を
代
表
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

〇
市
長
表
彰

柴
田　

田
鶴
子　

様

　
　
　
　

川
沿
中
央
第
一
町
内
会　
前
会
長

〇
区
長
表
彰

服
部　

照
秋　

様

　
　
　
　

白
樺
町
内
会　

前
副
会
長

　

古
嶋　

昌
典　

様

　
　
　
　

川
沿
中
央
第
五
町
内
会　
前
副
会
長

　
　
　
　

前
会
計
部
長

　

張
間　

照
雄　

様

　
　
　
　

北
ノ
沢
青
葉
台
町
内
会　
前
副
会
長

　

矢
尾　

健　

様

　
　
　
　

王
子
団
地
町
内
会　
前
副
会
長

　
　
　
　

前
環
境
衛
生
部
長

令
和
四
年
度

交
通
安
全
街
頭
啓
発
の
実
施

春
の
街
頭
啓
発

　

四
月
六
日	

総
勢
86
名

夏
の
街
頭
啓
発

　

七
月
二
十
日	

総
勢
79
名

秋
の
街
頭
啓
発

　

九
月
二
十
八
日	

総
勢
90
名

　

今
年
も
、
川
沿
八
条
二
丁
目
国
道
交
差

点
周
辺
で
交
通
安
全
街
頭
啓
発
を
三
回
行

い
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
の
意
識
を
高

め
、
藻
岩
地
区
の
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

し
安
全
運
転
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
し
ょ

う
。

写真前列（向かって左から）矢尾さん、張間さん、古嶋さん、
服部さん（代理で白樺町内会の服部会長が受領）、柴田さん。
写真後列（同）鈴木藻岩地区町内会連合会総務部長、
奥村南区長、村上藻岩地区町内会連合会会長、
島谷南区市民部長
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「
も
い
わ
塾
」

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
た

め
、
協
力
し
て
く
れ
る
地
域
の
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
ま
し
た
。
応
募
の
あ
っ
た
十
六

名
（
高
校
生
九
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

吉
村
塾
長
の
も
と
、
対
面
で
の
五
回
の

授
業
を
終
え
、
現
在
受
講
生
に
よ
る
地
域

の
取
材
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
塾
生
に

よ
る
、
記
事
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

第
五
十
三
回

も
い
わ
夏
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
し
た

　

第
五
十
三
回
も
い
わ
夏
ま
つ
り
が
、
八

月
七
日
、
藻
南
公
園
に
て
、
好
天
の
も
と
、

三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
為
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
直
し
午
後
か
ら

の
開
催
と
な
り
恒
例
の
花
火
大
会
で
夏
の

夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

・
パ
ー
ク
で
ゴ
ル
フ
で
G
E
T
・
ス

ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

・
プ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
ス
テ
ー
ジ
発
表

・
氷
彫
刻
実
演

・
大
会
式
典

・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

・
カ
ラ
オ
ケ
大
会

・
花
火
大
会

藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会

第
18
回 
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

藻
岩
地
区
町
内
会
連
合
会
主
催
の
第
18

回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
９
月
17
日
パ
ー

ク
ヒ
ル
真
駒
内
に
お
い
て
２
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
時
折
小
雨
模
様
の
不
安

定
な
天
候
で
し
た
が
競
技
に
は
影
響
は
な

く
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
は
、
17
の
町
内
会
か
ら
男

性
74
名
、
女
性
28
名
の
１
０
２
名
が
参

加
、団
体
戦
は
20
チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。 

　

定
刻
通
り
午
前
９
時
か
ら
開
会
式
が
行

わ
れ
、
村
上
連
合
会
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
前
回
大
会
で
団
体
優
勝
し
た
川
沿
中

央
第
三
町
内
会
の
今
西
会
長
か
ら
優
勝
杯

が
返
還
さ
れ
、
レ
プ
リ
カ
・
カ
ッ
プ
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
今
西
審
判
長
の
合
図
で

シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
方
式
で
ス
タ
ー
ト
、
熱
戦

の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
ま
し
た
。
各
ホ
ー
ル

よ
り
、
一
斉
に
競
技
を
開
始
、
乾
い
た
打

球
音
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
閉
会
式
は
中
止

し
、
表
彰
式
も
日
を
あ
ら
た
め
実
施
し
ま

し
た
。

　

今
大
会
は
過
去
の
大
会
と
同
様
に
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
ス
コ
ア
の
争
い
と
な
り
、
団
体

戦
で
は
パ
レ
ス
藻
南
公
園
自
治
会
Ａ
チ
ー

ム
が
初
優
勝
、
男
性
の
個
人
戦
は
髙
山
正

明
さ
ん
が
初
優
勝
、
女
性
の
個
人
戦
は
笹

森
光
子
さ
ん
が
３
度
目
の
優
勝
を
達
成
さ

れ
ま
し
た
。
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上
位
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

団
体
戦

優　

勝
パ
レ
ス
藻
南
公
園
自
治
会
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝

川
沿
第
一
町
内
会
Ａ
チ
ー
ム

第
三
位

川
沿
中
央
第
三
町
内
会
Ａ
チ
ー
ム

第
四
位

ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
川
沿
自
治
会
Ａ
チ
ー
ム

第
五
位

ア
イ
ビ
ー
ハ
イ
ム
藻
岩
町
内
会
Ａ
チ
ー
ム

個
人
戦
男
性

優　

勝　

髙
山　

正
明

準
優
勝　

松
木　

勝
紀

第
三
位　

笹
森　

敏
久

第
四
位　

辻　
　

勝
司

第
五
位　

佐
々
木　

正

個
人
戦
女
性

優　

勝　

笹
森　

光
子

準
優
勝　

島
田
美
代
子

第
三
位　

小
野　

政
美

第
四
位　

佐
藤　

信
子

第
五
位　

久
米
ミ
サ
ヲ

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

福
岡　

修
一　

Ｄ
コ
ー
ス
８
番

和
田　

英
二　

Ｂ
コ
ー
ス
６
番

土
持　

重
己　

Ｄ
コ
ー
ス
１
番

柴
田　

忠
義　

Ｃ
コ
ー
ス
３
番

井
上　
　

弘　

Ａ
コ
ー
ス
６
番

３
年
ぶ
り  

に
ぎ
や
か
に
！

子
ど
も
盆
踊
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

当
川
沿
第
一
町
内
会
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
「
子
ど
も
盆
踊
り
」
が
8
月
3
日

（
水
）
と
4
日
（
木
）
の
2
日
間
、
5
時

30
分
か
ら
藻
岩
北
会
館
前
広
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
と
一
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍

で
開
催
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
年
は
3

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
子
供
た
ち

と
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ら
約
1
5
0
人
が

「
そ
よ
ろ
そ
よ
風
～
」
の
子
供
盆
踊
り
の

唄
の
音
頭
に
合
わ
せ
て
楽
し
そ
う
に
踊
っ

て
い
ま
し
た
。
浴
衣
や
法
被
を
着
て
参
加

し
た
子
供
も
多
く
、
北
国
の
短
い
夏
の
楽

し
い
思
い
出
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
年
も
高
谷
さ
ん
ご
夫
妻
に
よ
る
和
太

鼓
で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

太
鼓
の
音
に
誘
わ
れ
て
見
に
来
た
と
い
う

青
年
は
「
自
分
も
子
供
の
頃
に
踊
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
ね
。
や
っ
と
開
催
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。」
と
目
を
細
め

て
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

例
年
行
っ
て
い
た
「
あ
め
す
く
い
」
や
「
こ

ど
も
く
じ
」
な
ど
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

の
観
点
か
ら
今
年
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
2
日
と
も
終
了
時
に
、
参
加
し
た

子
供
た
ち
全
員
に
お
菓
子
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
は
コ
ロ
ナ
過
が
収
束
し
て
、
か
つ

て
の
よ
う
な
縁
日
な
ど
も
行
え
る
「
子
ど

も
盆
踊
り
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
、
今
年
の
子
ど
も
盆
踊
り
を
終
え
ま
し

た
。

　
　
　
　
（
川
沿
第
一
町
内
会
通
信

令
和
4
年
8
月
15
日
号
か
ら
）
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川
沿
第
四
町
内
会　

町
内
会
レ
ク

「
ユ
ン
ニ
の
湯
・

ゆ
に
ガ
ー
デ
ン
」

　

コ
ロ
ナ
の
た
め
7
月
実
施
予
定
を
延
期

し
、
令
和
4
年
10
月
2
日
（
日
）
3
年
振

り
の
開
催
の
町
内
会
レ
ク
「
ユ
ン
ニ
の

湯
・
ゆ
に
ガ
ー
デ
ン
」
を
催
行
し
ま
し

た
。
朝
か
ら
好
天
に
恵
ま
れ
、
藻
岩
小
学

校
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
16
名
が
集
合
し
、
ユ

ン
ニ
の
湯
の
送
迎
バ
ス
に
て
検
温
・
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
・
マ
ス
ク
着
用
の
コ
ロ
ナ
対

策
を
行
い
出
発
し
ま
し
た
。

　

到
着
後
は
、「
コ
キ
ア
の
紅
葉
」と「
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
」
の
班
に
分
か
れ
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
「
コ
キ
ア
の
紅
葉
」
班
は
、
広
大
な
ゆ

に
ガ
ー
デ
ン
・
3
万
本
の
コ
キ
ア
の
紅
葉

に
圧
倒
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
で
散
策

を
楽
し
み
、
ス
マ
ホ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
」
班
は
、
男

子
は
、
同
ス
コ
ア
の
遠
藤
・
森
氏
、
ハ
ン

デ
ィ
に
よ
り
「
森
氏
」
が
優
勝
と
な
り
、

女
子
は
、
遠
藤
さ
ん
が
優
勝
し
、
前
々
回

優
勝
の
小
川
さ
ん
は
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

で
面
目
を
保
ち
ま
し
た
。

　

昼
食
懇
親
会
で
は
、
特
製
弁
当
と
平
井

会
長
の
奥
さ
ん
の
差
入
れ
「
自
家
製
き
ゅ

う
り
の
ビ
ー
ル
漬
け
・
大
根
の
甘
酢
漬

け
」
を
い
た
だ
き
、
3
年
ぶ
り
の
開
催
に

感
謝
し
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
温
泉
で
汗
を
流
し
、
お
土
産
に
ユ
ン

ニ
の
湯
の
名
物
大
福
を
買
い
し
め
、
事
故

も
な
く
無
事
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

（
会
長　

平
井　

美
昭
）

コ
キ
ア
の
紅
葉
（
井
上
さ
ん
撮
影
）

ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
で
は
カ
ラ
ー
の
写
真
が
見
ら
れ
ま
す
。

役 職 名 氏　　名

顧　問 柴 田　薫 心

会　長 村 上　　 剛

副会長 丸 藤　　 勝

同 山 田　信 春

同 今 西　重 之

同 椎 谷　佳 子

監　事 是 安　正 之

同 渋 谷　伸 一

理　事 松 野　　 孝

同 平 田　博 文

同 小 村　　 裕

同 平 井　美 昭

同 金 山　征 晴

同 藤 森　孝 夫

同 今 西　重 之

同 伊 藤　昭 彦

同 村 上　　 剛

役 職 名 氏　　名

理　事 畠 山　正 志

同 大 町 　　充

同 山 田　耕 造

同 大 原　康 之

同 興 梠　和 明

同 安 永　義 久

同 五味川博都志

同 中 村　裕 一

同 渡 邉　克 己

同 齋 藤　速 也

同 鎌 田　光 子

同 丸 藤　　 勝

同 橘 　　幸 雄

同 市 村　良 一

同 山 田　信 春

同 近 藤　　 康

同 岩 村　重 勝

役 職 名 氏　　名

理　事 出雲屋由美子

同 服 部 眞貴子

同 八 城　静 子

同 宮 永　裕 己

同 谷 口　充 子
理事・事務局

総務部長 白 鳥　晴 彦
理事・事務局

会計部長 豊 田　妙 子
理事・事務局

ふれあい推進部長 田 中 由美子
理事・事務局

ボランティア推進部長 川 股　陽 子

事務局 谷 口　充 子

同 鈴 木　光 典

同 笹 原　正 裕

同 千 坂　浩 子

同 木 沢　正 枝

同 後 藤　俊 美

令和 4 年度　藻岩地区社会福祉協議会 役員名簿
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令和4年度  藻岩地区町内会連合会  役員名簿
藻岩地区町内会連合会事務局　札幌市南区川沿8条2丁目4-15  もいわ地区センター内

電話/FAX（011）572-9460

役　員
役職名 氏　　名 備考

顧 問 柴田　薫心

顧 問 三神　英彦

顧 問 千葉　なお子

相 談 役 佐藤　一彦

会 長 村上　　剛

副 会 長 丸藤　　勝 総務・青少年・交通

副 会 長 山田　信春 環境・防災・福祉

副 会 長 今西　重之 会計・体育・女性

会 計 監 査 齋藤　速也

会 計 監 査 伊藤　昭彦

理 事 町内会長および自治会長(右表）

総 務 部 長 鈴木　光典

総 務 副 部 長 近藤　　裕

会 計 部 長 笹原　正裕

福 祉 部 長 白鳥　晴彦

環境衛生部長 大原　康之

体 育 部 長 難波　正利

女 性 部 長 谷口　充子

女 性 副 部 長 千坂　浩子

女 性 副 部 長 木沢　正枝

青 少 年 部 長 林　　美方子

防 災 部 長 松本　宏章

防 災 副 部 長 豊田　妙子

交通安全部長 安岡　行雄

事 務 局 員 後藤　俊美

理　事
NO 町内会名 会長名 備考

1 川沿第一 松野　　孝

2 川沿第二 平田　博文

3 川沿第三 小村　　裕

4 川沿第四 平井　美昭

5 川沿中央第一 金山　征晴

6 川沿中央第二 藤森　孝夫

7 川沿中央第三 今西　重之

8 川沿中央第四 伊藤　昭彦

9 川沿中央第五 村上　　剛

10 市営川沿団地自治会 畠山　正志

11 川沿自衛隊官舎 大町　　充

12 パレス藻岩公園 山田　耕造

13 硬石山 大原　康之

14 ローズタウン川沿 興梠　和明

15 ビレッジハウス川沿 安永　義久

16 川沿北 五味川 博都志

17 ルーベデンス藻岩 中村　裕一

18 北ノ沢第一 渡邉　克己

19 王子団地 齋藤　速也

20 北ノ沢第三 鎌田　光子

21 北ノ沢青葉台 丸藤　勝

22 やまなみ 橘　　幸雄

23 中ノ沢 市村　良一

24 アイビーハイム藻岩 山田　信春

25 中ノ沢希望ケ丘 近藤　　康

26 アームズ虹が杜 岩村　重勝

27 藻岩グリーンアヴェニュー壱番街 出雲屋 由美子

28 白樺 服部　眞貴子

理　事
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も
、
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が
、
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ま
た
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ゴ
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を
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に
行
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、
無
事
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開
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す
る

事
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ま
し
た
。
未
だ
新
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コ
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ウ
ィ
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ス
の
終
息
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
一
日
も
早
く
平
穏
な
生
活
が
取
り

戻
せ
る
よ
う
に
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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ホームページのご案内

【町内会】各町内会会長のご挨拶を動画で見られます。その他、各町内会の住所一覧や町内
会報も掲載しています。

【人・お店】「もいわこの人」「もいわのお店」では、こんな人がいたんだ、なんの店だろうなど、
ご近所さんや気になる人、お店をご紹介しています。

【動　画】他の町内会にはない、ドローンならではのダイナミックな藻岩地区の空撮映像が見
られます。今後、四季折々の藻岩の風景が楽しめます。

この他にも会員の皆さんへのお知らせなども多数掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

＊ホームページの名称は　「もいわ暮らし」
＊ホームページアドレス（URL）　https://www.moiwa-area.com
＊メールアドレス　moiwa.area@gmail.com QRコード

藻岩地区町内会連合会 〒005－0808  札幌市南区川沿8条2丁目4-15 もいわ地区センター内
電話/FAX（011）572－9460 （総務部）

ホームページについてのお問い合わせ先

ホームページ概要

町内会

防災・医療

人・お店

子育て

動画

など

藻岩地区町内会連合会のホームページが、令和4年3月に完成しました。
当ホームページでは、これからも皆さんにお役に立つ情報・気になる情報等を
掘り下げてご案内して行きます。
皆さんも、スマートフォンやパソコンでぜひご覧になってください。


